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要約 

 本研究は、新型コロナ感染症の流行期にウェルビーイング中心デザインの社
会装置として開発及び実装された、笑顔センサー付き除菌液噴霧装置エミー・ウ
ォッシュがもたらした社会インパクトを、ナラティブ分析により特定し、共起関
係として可視化するものである。日本各地の学校及び事業所のエミー・ウォッシ
ュ設置者が装置使用報告時に書き込んだ自由記述をテキストマイニングし、装
置利用者がこの装置を感染防止対策に用いることで、笑顔、感謝、ケア及びコミ
ュニケーションなどウェルビーイングと相関する要素を知覚していたことを示
した。さらにこの装置を頻繁に使用した利用者がそうでない利用者に比べ、より
高い主観的ウェルビーイングを感じていたことを定量的に明らかにした。 

 

１．背景と目的 

 ウェルビーイングはこれまで、ポジティブ心理学などの学術領域で、個人の心
的状態を中心に研究されてきた。ウェルビーイングとは自らの人生に対する評
価（Diener 2000）であり、良好な心の状態を指す（OECD 2013）。しかし 2010 年
代に入り、ウェルビーイング 3.0（札野 2023）と称される、集団及び組織など社
会を対象とするウェルビーイング研究の時代が到来している（Lomas et al. 2021）。
またウェルビーイング研究を行う学術領域も拡大し、システム思考及びデザイ
ン思考の領域においても研究が展開されつつある（荻野 2020, 保井ら 2021a）。 

システム思考及びデザイン思考に基づく社会システムデザインの学術領域で
台頭している研究テーマのひとつが、ウェルビーイング中心デザインである。ウ
ェルビーイング中心デザインは、ウェルビーイングを陽に考慮したシステムデ
ザインの方法論（前野ら 2021）である。 

テクノロジーデザインの分野ではこれまで、デジタル・ウェルビーイング概念
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をもとに、デザインの使用者にウェルビーイングを感じさせることを目指して
おり、ポジティブ・コンピューティングのユースケースとして社会実装されるこ
とが多かった（WIRED2019）。ポジティブ・コンピューティングは、主観的ウェ
ルビーイングをテクノロジーの利用者に感じさせるインタラクションをデザイ
ンする方法論（Calvo & Peters 2014）で、コンピュータ・テクノロジーが人間の
仕事と活動に影響する方法の研究を行うヒューマン・コンピュータ・インタラク
ション（Dix et al. 2004）から 2010 年代に派生した。拡張現実（AR）や仮想現実
（VR）なども用い、テクノロジーを利用者の主観的ウェルビーイング向上のた
めに使われる設計を行うところに特長がある（渡邊ら 2020）。 

 しかしウェルビーイング中心デザインは、社会のウェルビーイングを実現す
るために、テクノロジー利用に留まらず、さまざまな製品サービス、組織及び地
域システムのデザインに、ウェルビーイングの構成要素を明示的に埋め込む設
計を行う方法論である。したがって、システムの利用者にウェルビーイングの向
上をシステム上のインタラクションとして明示的に感知させる構成要素が、テ
クノロジー以外の要素も含めて設計されることが要件となる。 

 システムの利用者にシステム上のインタラクションを明示的に感知させる仕
掛けとして近年注目を集めているのが社会装置（Väänänen-Vainio-Mattila et al. 

2013）である。社会装置は、人と人との間または人とテクノロジーとの間で場を
共有したインタラクションを促進する、能動型のコンテキスト感知装置である
（Aaltonen et al, 2013）。 

筆者らはこれまでウェルビーイング中心デザインの立場に立ち、ウェルビー
イング向上に資する地域通貨システムのデザインなど、システムの利用者が主
観的ウェルビーイングを感じることを支援する社会装置をデザインする研究及
び社会実装を進めてきた（保井ら 2021b, 高尾ら 2023）。ウェルビーイング中心
デザインにおける社会装置はシステム上のインタラクションを通じて、利用者
に主観的ウェルビーイングを認知させ、さらにコンテキストを共有させる。 

これまでのウェルビーイング研究では、ウェルビーイングの社会的実現に資
するデザインが社会装置を通じて、どのように利用者のウェルビーイングの認
知に寄与し、さらにどのような社会インパクトをもたらすかについては研究の
蓄積が待たれる状態にあった。 
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以上のようなウェルビーイング研究及びウェルビーイング中心デザインの学
術研究の潮流を踏まえ、本研究は、新型コロナ感染症の流行期にウェルビーイン
グ中心デザインの社会装置として開発及び実装された、笑顔センサー付き除菌
液噴霧装置エミー・ウォッシュがもたらした社会インパクトを、ナラティブ分析
により特定し、共起関係として可視化することを目的とする。さらにこの装置を
頻繁に使用した利用者が主観的ウェルビーイングをどのように感じていたかを
明らかにする。 

 

２．分析対象の社会装置の概要 

（１）エミー・ウォッシュの概要 

 エミー・ウォッシュは、2020 年に開発されたウェル
ビーイング中心デザインによる社会装置のユースケー
スであり、利用者の笑顔を感知して除菌液を噴霧する
ポット状の除菌装置である。日本語で笑顔を表すほ
ほえみにちなみ、エミー・ウォッシュ（以下、EW と
称する）と名付けられた。EW は、笑顔を増加するこ
とにより、利用者の主観的ウェルビーイングの感知に寄与することを目的とし
た社会装置である。EW の写真及び社会システムとしてのシステム概要図を、図
１及び図２にそれぞれ示す。 

EW には日本のシステム開発会社が提供する笑顔計測ソリューションが用い
られており、画像内の顔検出及び表情認識のエンジンとして日本の電機大手企
業が開発した顔画像認識技術が利用されている。このエンジンは笑顔度を 0 度
から 100 度まで尺度でスコア化し、微笑程度の笑顔度が 50 程度になるよう正規
化する。EW に用いられた笑顔計測ソリューションでは、単位時間あたりの平均
笑顔度並びに最大及び最小笑顔度が算出され、EW 利用者の笑顔度が 50 度すな
わち微笑レベルを超えた場合、または笑顔の変化量すなわち最高笑顔度と最低
笑顔度の差が一定程度に設定された差分の閾値を上回った場合に、EW に埋め込
まれたセンサーが笑顔と認識する。そして笑顔認識と同時に赤外線センサーで
手指を検知した後、モーターが駆動され、除菌液タンクから除菌液を汲み上げ、
接続したノズルから除菌液が噴霧される仕組みとなっている。 

図１ エミー・ウォッシュ 

（出所）筆者撮影 2022 年 2 月 
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EW 開発の背景は、2019 年以来の新型コロナ感染症の流行期に、総じてウェル
ビーイングの低下傾向がみられ（Knepple Carney et al. 2021）、学校等でコロナ感

染への不安が広く語られ、昼食
時の談笑が禁じられて黙食す
ることで笑顔が消え、感染防止
対策と生徒のウェルビーイン
グのバランス保持が困難にな
ったことが報告されたこと
（Takahashi et al. 2023）にある。 

笑顔とウェルビーイングは
相関する（Hasan & Hasan 2009, 

Papousek 2018）。EW を使用するために、人が前に立って手指をかざすと、笑顔
を判別するセンサーが起動し、目や口の動き等から笑顔と判定されると除菌液
が自動的に噴霧され、コロナ感染症防止対策に寄与する。EW はこの仕組みを通
じて、ウェルビーイングと相関する笑顔と感染防止対策の両立を目指したウェ
ルビーイング中心デザインの社会装置である。 

 

（２）社会運動としての EW 設置普及活動 

  EW の設置普及のために、一般社団法人エミーバンク協会が 2021 年 4 月に設
立され、事業所への有償貸与及び学校への無償貸与を通じて、日本各地の学校及
び事業所への EW 設置普及活動を行ってきた。 

  EW はハードとしてのシステムに留まらず、社会装置の EW がプラットフォ
ーマーとなる社会システムとして構成される。ウェルビーイングと相関する笑
顔が EW を通じて生成され、EW が笑顔数をウェルビーイングの代理変数とし
て感知及び記録し、EW 設置者及び利用者が笑顔に関連する所感を報告書の自由
記述欄に共有し、設置者及び利用者等をつなぐ社会システムとして機能する。人
と人のつながりは主観的ウェルビーイングと相関する（Christakis & Fowler 2009）。
したがって EW は EW 設置者及び利用者をつなぎ、主観的ウェルビーイングを
感知させる社会システムとして機能する。 

具体的な仕組みとしては、EW 利用者の笑顔数は EW の装置内で蓄積及び集

図 2 エミー・ウォッシュのシステム概要図 
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計され、エミーと呼ばれる地域住民のウェルビーイング向上を目指す地域通貨
の通貨単位（保井ら 2017, 末吉ら 2018）に変換され、 感染症対策プロジェク
トへの支援や除菌剤の提供をはじめとする寄付活動に充てられることになる。 

2024 年 2 月末時点で, 日本各地の累計 241 か所の学校及び事業所に設置され
た EW は、累計 439,010 回の笑顔を検知し、同数のエミーに換算された。このこ
とは EW 使用者の主観的ウェルビーイングがエミーを代理変数に用いることに
より、439,010 単位計測されたことを意味する。 

 

３．分析の手法 

 EW の社会システムは、EW 利用者が笑顔を起点に社会インパクトを発生させ
るプロセスを、メッセージなど言語のつながりで媒介する機能を有している。具
体的には、EW 設置者が笑顔に関連する所感を報告書の自由記述欄に共有し、設
置者及び利用者等をつなぐシステムとして機能している。そのためまず、ナラテ
ィブ分析（Nasheeda et al. 2019）の方法論にもとづき、EW 利用者からの使用報
告書及び次に述べるアンケート調査の自由記述欄への書き込みについて、テキ
ストマイニング（樋口 2020）の手法¹を用い、書き込まれた文章を述語の単位で
コーディングし、共起ネットワーク分析を行い、笑顔の述語の共起関係を可視化
する。 

第二にさらに EW 設置者に対し、EW の使用頻度及びウェルビーイングの度
合いを問うアンケート調査を実施し、EW の使用頻度が EW 設置者のウェルビ
ーイングにどう影響しているのかを定量的に分析する。また自由記述欄を設け、
笑顔に関する所感を収集する。ウェルビーイング尺度については、人生満足尺度
（Diener et al. 1985, 以下 SWLS と称する）、幸せの４因子（前野 2013, 以下幸せ
4 因子と称する）及びポジティブ・ネガティブ感情尺度（日本版, 佐藤・安田 2001, 

以下 PANAS と称する）を使用する。 
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４．分析の結果 

（１）ナラティ
ブ分析 

EW 設置者か
らの使用報告書
及びアンケート
調査の自由記述
欄への書き込み
のテキストか
ら、テキストマ
イニングによる
共起ネットワー
ク分析を行っ
た。 

テキストの収
集は 2022 年 5 月 1 日から 6 月 30 日の間に行われ、計 240 件のテキストが収集
された。 

共起ネットワーク分析の結果を図３に示す。図３のうち、バブルの大きさは述
語の出現の頻出度を示し、バブルが有色であるものは、さらに密接な共起関係が
あり、有色のバブル同士でサブグラフが描けることを示す（樋口 2020:185-186）。
述語は頻出度の高いものから順に、笑顔（出現回数 486 回）、思う（同 138 回）、
ありがとう（同 132 回）、消毒（同 108 回）、お世話（同 96 回）などとなってい
る。 

述語の共起関係については図３より、笑顔、会話、こども、対策、方々、感染、
利用、コロナ［名詞］、気持ち、インフルエンザ、マスク、意識、学校及び学期
などに強く近しい共起関係がみられる。さらに、笑顔は学校、お客様、活動、お
世話、機会、コミュニケ―ション、除菌［される］、消毒、機器、説明などと強
く近しい共起関係にある。そして笑顔とありがとうは、同じ頻出述語でありなが
ら共起関係は遠く、ありがとうは他の述語とさほど強い共起関係にはない。 

この共起関係は、学校での感染防止対策として子どもが EW を利用する際に

図３ EW 設置者の自由記述テキストによる共起ネットワーク図 
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笑顔が近く意識されたことを示す。また、事業所に来訪した顧客とのコミュニケ
ーションツールとして EW の機器説明を通じて、笑顔が共起されたことを可視
化している。学校での EW 使用と事業所での EW 使用の述語の共起関係を、楽
しい、明るい、落ち着く、素晴らしいなどのポジティブな感情を表す述語がつな
いでいる。さらに感謝の気持ちは他の述語とは必ずしも共起せず、独立して出現
している。 

 

（２）アンケート調査によるウェルビーイング度分析 

 EW 設置者に対する主観的ウェルビーイングの度合い及び EW の使用頻度を
問うアンケート調査を 2022 年 5 月 1 日から 6 月 30 日の間に行った。設置数 45

か所に対し有効回答は 38 だった。回答者の属性等に関する記述統計を表１に示
す。 

 回答者のウェルビー
イング度については、
SWLS が 31.5、幸せ 4

因子が第１因子（自己
実現と成長）20.5、第 2

因子（つながりと感謝）24.0、第３因子（楽観性）17.0 及び第４因子（マイペー
ス）20.0、並びに PANAS がポジティブ感情 31.2 及びネガティブ感情 26.6 とな
った。 

 日本人 15,028名を対象にしたウェルビーイング度調査（前野 2024）によれば、
日本人の SWLS の平均値は 22.5、幸せ 4 因子の平均値は第 1 因子 22.5、第 2 因
子 17.9、第 3 因子 17.4 及び第 4 因子 19.0 である。さらに日本人 1,500 人を対象
にした調査では、日本人の PANAS のポジティブ感情平均値は 24.4、及びネガテ
ィブ感情平均値は 22.7 である（前野 2024）。したがって、今回の調査対象の母集
団は、統計上の比較有意性は不明であるが、一般的な日本人に比較して、長期的
なウェルビーイング指標の代表とされるSWLSが高く、幸せ４因子の第２因子、
すなわちつながりと感謝の因子が強く、さらに短期的なウェルビーイング指標
の代表とされる PANAS については、ポジティブ感情もネガティブ感情もともに
高い傾向にあることが観察される。  
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（３）EW 通常頻度利用者と頻繁な利用者との間のウェルビーイング度比較分析 

アンケート調査で得られたデータをもとに、EW の通常頻度の利用者と頻繁な
利用者の間でウェルビーイング度の比較分析を行った。通常頻度の利用者とは、
EW 設置者のうち、EW を１日１回以下の頻度で使用する者を指す。また頻繁な
利用者とは、EW 設置者のう
ち、１日１回以上さらに頻繁
な頻度で EW を利用する者を
指す。標本数は 38、うち通常
頻度利用者が 28、頻繁な利用
者が６である。 

比較分析の結果を図４に示
す。EWの頻繁な利用者は通常
頻度の利用者に比べ、SWLS、
幸福の４因子第４因子（マイ
ペース）、及び PANAS のポ
ジティブ感情が有意に高かった。 

 

５. 考察 

  前章の共起ネットワーク分析の結果から明らかになったのは、EW がプラッ
トフォーマーとなることにより、EW 設置者が笑顔の述語を含むメッセージによ
りつながり、学校及び事業所において新型コロナ感染防止対策として EW を利
用することのみならず、EW の設置と利用により、笑顔、こども、気持ち、お世
話、コミュニケ―ション、ありがとうなど、主観的ウェルビーイングに関連する
述語を共有する言語空間を設置者と利用者が形成したことである。笑顔、感謝、
ケア及びコミュニケーションはいずれも主観的ウェルビーイングに影響を与え
る要素である（Badri et al. 2022, Hall et al. 2023, Singh et al. 2023）。 

  EW 設置者及び利用者は新型コロナ感染症流行期に、移動制限、隔離及び黙食
などコミュニケーションが制限された生活環境下にあって、EW を通じた笑顔、
感謝及びケアのナラティブを生成し、笑顔、思う及びありがとうを最頻出述語と
する言語空間を形成した。 

図４ EW 通常頻度の利用者と頻繁な利用者の主観的ウェルビーイングの比較 

107



ウェルビーイング中心デザインによる社会装置の開発並びに
そのソーシャルインパクトの特定 :

コロナ禍下でのエミー・ウォッシュ設置運動を事例として

 なお、笑顔とありがとうは共起ネットワーク分析で同じ頻出述語でありなが
ら共起関係は遠かったことが、分析結果から明らかになったことについては、笑
顔と感謝は、EW の言語空間において直結の関係にはなく、笑顔は楽しい、使う、
落ち着く、及び消毒など他の様々な述語を通じて共起する言葉であることを示
唆している。すなわち、笑うからありがとうと言う、あるいは、ありがとうと言
うから笑顔になるという直接の関係にはなく、他の様々な感情や行為を介して
両者がつながる関係にあるのである。また、ありがとうが他の述語とさほど強い
共起関係にはなかったことは、感謝の言葉であるありがとうは、EW を利用した
際に、他の述語を介さずとも独立で発出されやすい言葉であったことを示唆し
ている。 

また、EW の頻繁な利用者が通常頻度の利用者よりも主観的ウェルビーイング
を高く感じていたことは、笑顔がウェルビーイングに相関（Hasan & Hasan 2009, 

Papousek 2018）し、笑顔を生成する活動が主観的健康感を高め（Hayashi et al. 

2015）、さらに主観的健康感は主観的ウェルビーイングと相関する（Monden 2014） 

という研究結果と整合的である。 

 

６．結論と今後の研究課題 

（１）結論 

本研究は、新型コロナ感染症の流行期にウェルビーイング中心デザインの社
会装置として開発及び実装された、笑顔センサー付き除菌液噴霧装置 EW がも
たらした社会インパクトを、ナラティブ分析により特定し、共起関係として可視
化した。EW 設置者が装置使用報告時に書き込んだ自由記述をテキストマイニン
グし、装置利用者がこの装置を感染防止対策に用いることで、笑顔、感謝、ケア
及びコミュニケーションなどウェルビーイングと相関する要素を知覚していた
ことを示した。さらにこの装置を頻繁に使用した利用者がそうでない利用者に
比べ、より高い主観的ウェルビーイングを感じていたことを定量的に明らかに
した。 

 

（２）今後の研究課題 

今後の研究課題は二つある。 
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第一に、本研究は新型コロナ感染症流行期におけるウェルビーイング中心デ
ザインの社会装置の社会インパクトの特定を研究主題としており、限られた対
象数での研究であったが、今後はさらに対象数を増やし、よりロバストな研究結
果を導出することが期待される。 

第二に、本研究の含意を踏まえ、ハードの機器を中心に構成されるウェルビー
イング中心デザインの社会システムから、例えばまちづくりや地域通貨システ
ムなど、ウェルビーイング中心デザインが同じく強く需要されている社会シス
テムにおける社会装置の研究へと、研究の領域を広げていくことが期待される。
その上で、一般性及び汎用性を有するウェルビーイング中心デザインの社会装
置の社会インパクトモデルが開発されることが待たれている。 

 

注釈 

１ 分析には KH Coder 3.Beta.03i（樋口 2020）を使用した。   
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